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　1877（明治10）年５月、ひとりの英国人が横浜
から陸路、北海道をめざした。男の名はチャール
ズ・マリーズ。当時、英国の園芸界をリードして
いた園芸商・ヴィーチ商会の派遣したプラントハ
ンター（植物の狩人）である。時あたかも西南戦
争の真っ只中で、横浜～函館間の汽船が運休して
いたため、徒歩での旅を余儀なくされた。横浜を
出て、日光、仙台、そして盛岡を経て、二週間か
け、やっとの思いで青森に到着した。
　しかし、津軽海峡を渡り函館まで行くのに、数
日間待たなければならなかった。その間、青森の
街を散策していたマリーズは、ある珍しい針葉樹
に目をとめた。すぐさまその群生地を聞きただし、
八甲田山に向かった。激しい雷雨の中、終日歩き
まわり、多数の蛇や二頭の熊にも遭遇したという
のであるから、決して楽な山行ではなかったこと
は確かである。そして、ついに求めていた針葉樹、
すなわちオオシラビソ（別名アオモリトドマツ）
をさがしあて、その球果を手に入れた。
　当時、英国ではシダ植物ならびに針葉樹ブーム
がまきおこっていた。珍種のシダをテラリウムと
呼ばれる小型のガラスケースに入れ、室内で栽培・
観賞することは、中流階級のステイタス・シンボ
ルともなった。1845年、ガラス税の廃止がそれに
拍車をかけた。ガラスは鉄と同様、産業革命に
よってはじめて大量生産が可能となるが、一般家
庭に普及するのは19世紀半ば以降のことである。
テラリウムおよびアクアリウム（家庭用小型水槽）
の流行はそれを反映している。
　一方、針葉樹ブームの火付け役となったのは、
ダグラス･モミであった。‘針葉樹の王様’といわ
れるこの樹木は1827年、スコットランド人のプラ
ントハンター、デイヴィッド・ダグラスによって
アメリカ西部のオレゴン州から英国にもたらされ、
19世紀後半に各地で植林された。
　また、ヴィクトリア女王の夫君アルバート公は
1840年、クリスマスを祝うため、祖国ドイツから
ウィンザー宮にクリスマス･ツリーを持ち込んだ。
それが1848年12月『絵入りロンドン・ニュース』

に挿絵入りで紹介され、英国人は初めてクリスマ
ス・ツリーを飾る習慣を知ることになる。19世紀
後半には、この習慣は広く一般家庭にも浸透して
いった。こうしたクリスマス・ツリー普及の背景
には、針葉樹ブームがあったのである。
　古来、英国人は常緑の針葉樹を愛好してきた。
もともと自生の植物が少なく、冬の寒さが厳しい
ブリテン島では、冬でも「緑」をたやさない常緑
樹がことのほか好まれたのである。常緑樹が永遠
の生命の象徴とされたのも、容易に察しがつく。
常緑で寿命も長いイチイの木が教会に植え込まれ
たのは、そのためである。
　ところで、冬の蔵王といえば樹氷であろう。樹
氷ができるのは常緑の針葉樹だけで、落葉広葉樹
にはできない。蔵王でも八甲田山でも、樹氷は実
際にはオオシラビソにできる。オオシラビソの学
名はAbies mariesiiであるが、Abiesは属名で、モ
ミ属の 謂 である。そして、そのあとに付されてい

いい

る種小名に「発見」者マリーズの名がみえる。
　現今、その樹氷が危機にさらされているという。
地球温暖化の影響で、その存在範囲も年々縮小さ
れつつある（『山形新聞』2012年５月18日付）。将
来、この冬の風物詩がなくなってしまうとしたら、
なんとも残念なことである。蔵王の樹氷をひと目
見たいという観光客も多いはずだ。
　そういえば、イザベラ・バードが東北・北海道
を踏査したのは、1878（明治11）年のこと。その
ちょうど一年前に、同国人が「北の国」を訪れ、
針葉樹や耐寒性の植物を探しまわっていたことを、
はたしてバードは知っていたであろうか。
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